
 

平成２８年度 事業報告（案） 

障害者支援施設 愛の浜園 

１．各事業所活動報告 

・「津久井やまゆり園の事件」を受けて、防犯カメラの設置や奄美警察署との連携で、不審者対策の訓練

を実施した。 

・グループホームの補助金申請を行い、平成 28 年度補正予算枠の中で交付決定され対応できた。 

・管理棟 2 階のベランダ防水工事を行った。 

・高齢化、重度化に伴い、理学療法士による研修を行い、生活支援員の資質の向上を図った。 

・高齢化に伴い、介護の専門性を高めるための資格取得を推進した。 

・ボランティアや実習の受入れを積極的に行い、風通しの良い施設運営に努めた。 

・毎週の訪問歯科や歯科検診により、高齢化した利用者の口腔ケアに努めた。 

 

＜ 施設入所支援＞   定員：４０名 

・健康面、余暇活動（ドライブ、ビデオ鑑賞、カラオケ等）を充実させ、利用者が安心して楽しく生活できるように工夫をして支援を行っ

た。 

  計 画 実施内容 反 省 課 題 

生活介護事業、施設入所事業 

と連携を図りながら利用者のニ 

ーズを大切にして、安全で心 

地よく生活を送る事が出来るよ 

うにサポートする。 

 

・日中、夜間において食事、排

泄、歯磨き、入浴、移動の介助、

見守り生活に関する相談や助

言。 

・余暇の提供、カラオケ、ドライ

ブ、ビデオ観賞。 

支援目標達成の為のスキルアッ

プ支援。 

・利用者の高齢化、重度化に伴う

介護用品の購入（車椅子、） 

入浴後に毎回、身体チェック確

認、治療。 

・利用者の健康面は、各部

署（看護師、栄養士）と連 

携を図り、個々の支援内容

に応じて取り組む事が出 

来た。 

・利用者の支援の内容に伴

い、活動時間の変更（朝食

時間）を行った事で日課が 

スムーズに行えるように 

なった。 

 

・これからも高齢化、重度化に

より、日課の内容や時間の調整

が必要。 

・利用者の高齢化、重度化に伴

い、年間行事の簡素化と内容

の変更が必要。 

・利用者の高齢化、重度化に伴

い、各部署との更なる連携が必

要。 

 

 

 

＜生活介護事業＞   定員：４５名 

・生活介護事業では、班別活動（ミラクル班、サポート班、スマイル班）、生産活動（陶芸）、クラブ活動、レクリェーション、ヘルスタイム、

ゆらいの日、買い物などで、利用者のニーズや希望に応じた支援を行った。 

計   画 実  施  内  容 反   省 課   題 

・皆で楽しく、生きがいがもて

る活動を取り入れ提供し、充

実した園生活を送る事を目標

にする。 

・個別支援計画に基づき、支

援に取り組む。 

利用者の力が発揮できるよう

に、スキルアップに取り組む。

・午前：班別活動 午後：生活

支援、生産活動、入浴 

・年間行事の取り組み 

 

男性：２３名   

女性：２２名 

 

生産活動、班別活動、全体活動、クラブ活

動、ヘルスタイム、レクリェーション、美化活

動、外出支援生産活動班：陶芸の作品作り

ミラクル班：園内環境整備。自動販売機の

管理、花苗植え、作品つくり、販売等就労

Ｂにむけての取り組み、ＧＨに向けての取り

組みサポート班：ウォーキング、生活支援、

創作活動。スマイル班：リハビリ、身嗜み、ド

ライブ等全体活動･･･美化活動、花植え、

年間行事（年間２４行事実施予定）クラブ活

動･･･ドライブ、カラオケ、ウォーキング、レク

リェーション 

ヘルスタイム･･･外部講師による健康体操

高齢の方のリハビリ。レクリェーション･･･外

部講師による歌や音楽、書道など 

外出支援･･･利用者、家族の希 

望により、外出（カット、外食、 

買い物、カラオケ等、ドライブ、利用者のニ

ーズに応じた外出） 

・火曜日の外部講師を

招いての活動は、実施

できて良かった。 

・年間行事は、天候や

利用者の状況をみて対

応する事が出来た。 

・午後から日課を分け、

利用者のニーズに合わ

せて取り組む事が出来

た。 

 

 

・利用者の高齢化、重度化

により、日課の内容や時間

の調整が必要と思われる。 

・利用者の高齢化、重度化

に伴い、年間行事の簡素化

と内容の変更が必要と思わ

れる。 

・利用者の高齢化、重度化

に伴い、各部署との更なる

連携が必要。 
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（１）施設利用状況   （ ）は前年度 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 （２）年齢構成   （ ）は前年度 

 

  （３）障害区分・施設入所   （ ）は前年度 

区分 

 

性別 

区分１ 

円/日 

区分２ 

円/日 

区分３ 

２、４５０円/日

区分４ 

３、２１０円/日

区分５ 

３、９３０円/日

区分６ 

４、６５０円/日
計 

男（人） ０（０） ０（０） １（０） ４（３） ８（１０） ７（６） ２０ 

女（人） ０（０） ０（０） ０（０） ４（２） ４（７） １２（１１） ２０ 

計（人） ０（０） ０（０） １（０） ８（５） １２（１７） １９（１７） ４０ 

 

 

   （４）障害区分・生活介護  （）は前年度 

区分 

 

性別 

区分１ 

円/日 

区分２ 

４、９４０円/日 

区分３ 

５、９９０円/日

区分４ 

６、６５０円/日

区分５ 

９、１５０円/日

区分６ 

１１、９９０円/

日 

計 

男（人） ０ ０ １（１） ６（４） ９（１１） ７（７） ２３ 

女（人） ０ ０ ０（０） ５（４） ５（７） １２（１１） ２２ 

計（人） ０ ０ １（１） １１（８） １４（１８） １９（１８） ４５ 

 

 

＜就労継続支援Ｂ型事業＞  

・利用者が一般就労に繋がるように就業訓練として、農作業や奄美大島の伝統工芸である大島紬の反物作成等の生産活動や、 

施設外就労（奄美市より委託を受けている資源ゴミリサイクル事業）等にかかる知識、及び能力の向上を目指した個別支援計画 

を作成し実施する事が出来た。 

・コミュニケーション能力の向上を目的に言葉使いや対人関係についても日々、支援する事が出来た。 

計  画 実施内容 課  題 

・自己実現につながる仕事として日中活

動を提供 

・多種の生産活動・その他の活動を通し

て知識と能力の向上 

・日常生活における意思決定や対人関

係の構築を図る 

・自主性を育てる 

１．個別支援計画の作成・モニタリングの

実施 

２．生活支援 ①排泄，衣服の着脱、服

装など②時間の認識、食事マナー、

１．３月、９月に個別支援計画の作成を

実施し、その都度モニタリングの実施 

・年２回、作業能力評価表を基に工賃の

見直しを実施した。 

2.生活支援                    

・個別支援計画書に沿った支援を実施

することにより、定時排泄支援、着脱時の

服装確認、清潔の保持等身嗜みの修得

に向けた支援が実施できた。 

・朝礼、終礼の進行を交代で実施。挨拶

や、利用者同士や、職員への呼称は礼

①利用者の高齢化に伴い、作業負担が

大きくなってきた。職員の人数にも限りが

あるが、今後も継続して委託作業を受託

していく為にも、新規の利用者を受け入

れや、作業内容の工夫などに取り組む

必要がある。 

②工賃向上計画を策定し２８年度の月工

賃平均額は３１９,５３３円（１５名分）であ

ったが、今後の利用者の工賃評価によ

って増額はもとより、能力に応じた減額を

検討する必要がある。 

 定 員 在 籍 
欠員年間 

延 日 数 外  泊  者 

年間延日数 

３０人（１０９） 

２３２日（２４７） 
男（人） ２０ ２０ ０ 

女（人） ２０ ２０ ０ 入  院  者 

年間延日数 

３人 （６） 

２０６日（２５６） 
計（人） ４０ ４０ ０ 

年齢 

性別 

１８歳以上 

２０歳未満 

２０歳以上 

４０歳未満 

４０歳以上 

６０歳未満 

６０歳以上

６５歳未満

６５歳以上

７０歳未満

７０歳以上

８０歳未満

８０歳 

以上 
計 平均年齢

男

（人） 
０（０） ８（８） ９（１１） ３（１） ０（０） ０（０） ０（０） ２０人 

４４．５５歳

（４３．６０）

女

（人） 
０（０） ４（４） ７（９） ３（１） ２（３） ２（１） ２（２） ２０人 

５６．５０歳

（５６．１０）

計

（人） 
０（０） １２（１２） １６（２０） ６（２） ２（３） ２（１） ２（２） ４０人 

５０．５２歳

（４９．８５）
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交通機関の利用③コミュニケーション

（挨拶、言葉使い、連絡） 

３．作業支援－作業を通して、集中力や

責任感を高めるとともに、働くことの意

義や自信を習得することを目的とす

る。作業を通して得た収益は、利用者

に工賃として支給する。 

（生産活動） 

①受託作業の充実－分別作業、港公園

掃（作業） 

＊施設外就労の実施－７～８名 

＊アルミ缶回収、リサイクル業者への販

売 

②農芸－作業内容の充実を図るために

多様な種類の農産物の作成に努め

た。（時計草生産販売、果菜、野菜の

生産、販売、スモモ、柑橘類の苗管理

等） 

③手工芸－大島紬の機織り（目標：５疋

～６疋合格品）、小物製作 

４．行事－社会活動の一環として行事を

行い、利用者間のコミュニケーション

の場や社会学習として利用者のニー

ズに応じて行事を実施。 

５．健康管理－健康相談、口腔内衛生、

インフルエンザ予防接種 

体重、血圧測定、 

儀正しく実施する事が出来てきた。 

３．作業支援                   

①平成２８年度も受託作業２件契約。ペ

ットボトルの量が増え、８月から１２月ま

で分別の仕事が忙しかった。他の事

業は、年間を通して計画通り実施でき

た。知名瀬港公園清掃業務は、主に

女性利用者と職員が週 3 回従事した。

＊施設外就労実施―奄美市クリー

ンセンター隣：資源ゴミ分別事業 

平成２８年４月～２９年３月 

利用者工賃：４,１５３,９４０円 

（賞与３４５,０００円） 

②農芸：主に果実や野菜の生産、販売

に取り組み、利用者の作業スキルアッ

プに努める事が出来た 

昨年は台風など自然災害が多く。防

風林の増設などで風対策を実施。 

③手工芸：機織り２名従事 大島紬反物

検査出し１０疋合格。大島紬の端切れを

材料に小物作り、販売を実施。 

４．行事 

・一日遠足、花見、浜下り（旧桃の節

句）、買い物支援等。 

５．健康管理－計画通り実施できた。 

③農芸・手工芸など作業内容の充実。 

④利用者の高齢化により、慢性疾患など

健康管理に留意する。 

 

＜短期入所・日中一時支援＞ 

 ・車椅子利用者の複数名の受入れを可能にするために、職員を手厚く配置するなどの取組をおこない対応した。 

計  画 実施内容 反  省 課   題 

利用申し込みがあれば、サビ管と相談を

しながら受け付ける。健康状態によって

は利用をお断りする場合もある。長期、

継続利用の方については日中活動等、

本人の希望や状態に合わせて支援計画

を立てる。送迎や病院受診は、基本的に

保護者の責任の下で行う。利用者の健

康面、安全面を考慮した支援を行う。 

利用者の持ち込む衣類や道具類は、物

品確認表やカメラを使い確認をし、帰宅

時確実にお持ち帰り頂くようにする。 

短期利用(４月～３月利

用延べ日数：７７０日) 

・男性８名、女性１名  

１３人（６人） 

７７０日（１０９６日） 

 

日中一時利用(４月～３

月利用延べ日数：４５４

日) 

・男性５名、女性１名 

９人（９人） 

４５４日（６３９日） 

 

 

・短期入所利用者の持ち物

を紛失する事があった。 

・余暇提供の充実を図る必

要性を感じた。（余暇用具

等） 

 

・利用者の施設利用期間

中に、私物の保管・確認を

確実に行う。 

・支援中の事故がないよう

に安全かつ確実な支援を

行う。 

・喫食、欠食届けを確実に

提出する。 

・短期利用中の体調不良

時は家族と連絡を密にと

り、病院受診も検討する。 

 

・利用状況      

 （ ）は、前年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 契約人数 利用延日数 目  的 

短期入所 
 １３人 

 （６人） 

  ７７０日 

 （１０９６日） 

・緊急的に在宅での生活が難しい

方の利用（安全面の確保など） 

・ご家族の介護負担の軽減 

・本人の希望 
日中一時支援 

 １０人 

 （１０人） 

４５４日 

(６３９日) 
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 ＜ヒヤリハット＞ 

事故やヒヤリハットの事例を迅速に報告し、情報の共有に努め職員一人ひとりの意識を高め、又、事故やヒヤリハットの原因を見極め、

有効な対策を立て、今後の事故防止やサービスやケアの向上に繋げた。ヒヤリとした事やハッとした事の事例を検討し、職員で情報

を共有する事で再発防止に努めた。 

 内      容 件 数 備     考 

 ・転倒  

・怪我 

・無届外出 

・服薬忘れ 

・その他 

１３件 

１３件 

１２件 

 ８件 

４２件 

   計８８件 

昨年よりヒヤリハットの報告が１０件減っており、職員の意識が向上したものと思われ

る。ヒヤリハットが発生した際に、現場にいる職員で仮の対策をとり、再発しないよう

に早めの対策を取った。しかし、話し合いをしたにも拘らず、服薬ミスや転倒、無届

外出などが再発し、対策が意味をなさない事もあった。在宅からの方のヒヤリハット

が５件もあがった。 

    大きな事故に繋がらないように、今後もヒヤリハットで小さな事でも拾い上げ、職員の共通の情報共有や理解が必要。薬に関する報

告が多くあり、今後の検討課題である。 

       平成２７年度 ９９件 

 

２． 保健衛生 

・流行時には県内の感染症情報を報告し、うがい手洗いの励行や消毒等を行い、インフルエンザなど感染症予防対策を強化し

た。 

・利用者の健康状態を朝一番に情報収集し、早期発見、早期受診により、利用者の健康管理に努めた。 

・毎週木曜日の訪問歯科等を利用することにより、利用者の口腔ケアの充実を図った。 

 

※数字は年間延人数・（ ）は前年度 

 

 

３．防災 

・毎月、避難訓練を行った。（火事、地震、津波、不審者対策） 

・グループホーム「フレンド」の避難訓練実施。 

・ＡＥＤを利用しての救命講習の実施。 

計   画 実施内容（回数／年） 反  省 課  題 

・毎月、防災訓練を行う。 

・年 2 回（6 ヶ月の間隔を置く）の総合防災（う

ち 1 回は消防署立会い）、地震による避難訓

練、津波による避難訓練、不審者対策訓

練、前記以外の月に火災訓練を行う。 

・火災による避難訓練は、夜間 2 回を含み、

早朝、日中、夕方を想定した避難訓練を行

い、火点も変えて行う。 

・年１～２回、フレンド（G・H）の避難訓練を行

う。 

・毎月安全点検（建物、下水溝など）を行う。 

・年 2 回、町内向けサイレン放送の吹鳴試験

を行う。 

・愛の浜園を地域の福祉避難所として登録

し、緊急時に地域住民の受け入れを行う。 

・災害用品の購入を進める。 

・毎月、避難訓練を行なう。 

 普通避難訓練 回（早朝：4 回、日中：３

回、夕方：２回、夜間：１回）風水害訓練

１回 

総合防災訓練 ２回（自主訓練：１回、消

防署立会い：１回） 

不審者対策訓練 １回 

地震・津波対策訓練 回 

フレンド（Ｇ．Ｈ）避難訓練２回 

B 型事業 1 回 

・下水清掃は毎週行った。 

・毎月、安全点検を行った。 

・警察を招いての防犯訓練を行った。 

・防犯カメラの設置を行った。 

・地域の福祉避難所の登録を行った。 

・災害用品の購入を行った。 

・防災訓練時

放 送 器 具 や

火 災 通 報 装

置の使い方が

分からない職

員 が 多 か っ

た。 

・夜間想定の避難訓

練時に利用者誘導方

法など検討していく必

要があった。 

・放送器具や火災通

報装置の使い方を全

員が理解する必要が

あった。 

・今後も災害用品を

順次揃えていく。 

・地域の消防団と連

絡をとり連携強化を

図る必要性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 内科 精神科 整形外科 脳外科 外科 耳鼻科 皮膚科 眼科 歯科 婦人科 泌尿器科 計 

通院

（人） 

２０４ 

（２７１） 

４３３ 

（３８７） 

２ 

（６） 

１ 

（５） 

３ 

（９）

２２ 

（１６） 

９３ 

（９３） 

３４ 

（４１）

 ３９４ 

（２４４）

２ 

（１） 

２ 

（１２） 

１１９０ 

（１０８５）

入院

（人） 

０ 

（５） 

０ 

（０） 

１ 

（０） 

１ 

（４） 

０ 

（０）

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０）

０ 

（０） 

０   

（０） 

１ 

（１） 

３ 

（１０） 
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４、研修 

・研修では、毎月の職員研修会で、利用者の支援の在り方、制度の情報、出張で学んだ事を共有し、職員の質の向上に努めた。 

計  画 実 施 内 容 反  省 課  題 

 

・各部署で必要な研修

を取り入れ、職員のスキ

ルアップを目指す研修

をする。 

（制度、人権、虐待、共

通理解、出張報告、感

染関係、防災関係、レク

リエーション） 

 

 

 ４月：愛の浜園農園の見学。 

 ５月：インフルエンザの為、研修会は中止。 

 ６月：勤務の関係で研修会はなし。 

 ７月：横井危機管理室長研修  

    新任研修出張報告 

 ８月：防犯対策不審者対策についての講習会 

９月：運動会打ち合わせ  

１０月：障がい者雇用について 

１１月：風水害についてのマニュアル 

   （読み合わせ） 

１２月：風水害訓練 反省会 

 １月：障害者差別解消法（読み合わせ） 

 ２月：避難訓練の反省会（夜間時） 

    大島地区合同研修会（希望の星学園）

 ３月：勤務の関係で研修会はなし。 

 

・職員研修会の実施は、

職員の勤務の関係で、実

施できない月もあった。 

・今年度から時間外の研

修もあった。 

・研修の計画を 1 ヵ月前に

ある程度の予定を伝える

事ができた。 

・職員の要望に応えられる

研修ができなかった。（※

リハビリの件：今年度中に

打ち合わせ、話し合いは

できたが、実施までは至ら

なかった。） 

 

 

・研修の在り方の見直し

・リハビリの件（講師を招

いて指導を受ける。） 

 

５． 相談・苦情解決 

計 画 相談・苦情内容 反 省 課 題 

利用者はもとより、その

ご家族、外部からの苦

情・相談・意見等を「お

客様の声」と真摯に耳

を傾け、問題解決や再

発防止の徹底を図り、

誠意を持って対応し、

健全かつ、適切なサー

ビスの質の向上に努め

る。 

苦情件数 ８月１件 １１月８件 計 ９件  

内容 

８月：１件 

・支援の変更について：支援についてのあり方、連絡、報告が

なかった。しっかり伝えてほしい。そういう事から信頼関係を失

ってしまう。 

１１月：８件 

・施設入所利用者が施設からＧＨフレンド２利用者の部屋へく

る為嫌な思いをしている。 

・ミニサラダ（お菓子）が湿気ていた。・おやつの種類を増やし

てほしい。・チョコパイが食べたい。・魚の種類が少ないと要望

がある・ブランコを乗る時に、公用車が近くにあると、利用者が

気になり、拘り行動がある為、移動させてほしい。・屋外のブラ

ンコの木がブランコを漕いだ時に顔にぶつかる恐れがある為

改善してほしい。・利用者と母親が居室でゆっくりしている時に

ローカでの職員の会話がうるさくてゆっくり落ち着いて過ごせ

ない。 

・ご家族の意見も踏

まえ解決に向けて

誠意をもって対応し

た。 

・利用者さんの相談

苦情を吸い上げる

場面を多く作る必

要がある。 

・自治会の相談

苦 情 を 吸 い 上

げる場面を多く

作る。 
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＜ 指定特定相談支援事業「てぃだ」 ＞ 

・平成２８年度は契約件数が 150 件近くになった。 

計  画 実施内容 反 省 課  題 

 

 

・利用計画で「て

ぃだ」を利用して

いる方々にしっか

りとしたサポートが

できるようにする。 

・今年度も件数を

増やしていけるよ

うに努める。 

・信頼関係を深め

る為の努力をす

る。 

＊（改）利用計画は、支援区分期限更新や支給の変更がある時の再計

画。 

平成 28 年度 請求額 

（平成 28 年 4 月～平成 29 年

3 月） 
計 画 

18,530 円 

モニタリング 

15,070 円
月合計 

月 
新規

計画 

利用

計画 

モ ニ タ

リング 

4 月 15 30 16 833,850 241,120 1,074,970

5 月 0 4 11 74,120 165,770 239,890

6 月 0 10 12 185,300 180,840 366,140

7 月 2 5 28 129,710 421,960 551,670

8 月 2 4 10 111,180 150,700 261,880

9 月 4 5 9 166,770 135,630 302,400

10 月 0 7 25 129,710 376,750 506,460

11 月 2 7 12 166,770 180,840 347,610

12 月 3 4 11 129,710 165,770 295,480

1 月 1 0 25 18,530 376,750 395,280

2 月 2 6 21 148,240 316,470 464,710

3 月 2 3 58 92,650 874,060 966,710

合計 ３３ ８５ ２３８
2,186,540 3,586,660

5,773,200 

・昨年度１２４件→

今年度１４８件（＋

２ ５ 件 ： 知 的 １ ０

件、児童１０件、

精神５件）契約終

了２件。（介護保

険へ変更、利用

者死去。） 

・今年度から児童

の件数が多くなっ

てきた。昨年１件

→今年度１０件。 

・件数が多くなっ

てきた分、昨年よ

り手厚いサポート

はできていないよ

うに感じた。 

・行政や依頼者か

らの 依頼は断 る

事はなかった。 

・担当者会議が多

く、金額には反映

されなかったが、

地域や事業所と

の 連 携 は 取 れ

た。 

 

・ 件数が増

えてきても、

一 人 ひ と り

丁寧に対応

できるように

する。 

・ 人 事 の

件 。 （ 兼 任

か専任か、

人数を増や

すのか。） 

※利用計画作成  18,530 円 × 118 件  計 2,186,540 円   ※モニタリング 15,070 円 ×238 件  計 3,586,660 円   

＊平成 27 年度   １２５件数  利用計画 請求 ８５件（１，５７５，０５０円）  モニタリング１０９件（１，６５７，７００円）        

＊平成 28 年度  １４８件数  利用計画 請求 １１８件（２，１８６，５４０円）  モニタリング２３８件（３，５８６，６６０円）       

    

＜フレンド＞ 

  活動報告 

   ・町内の地域行事(敬老会、毎月の市民清掃、豊年祭など)地域の一員として参加し、地域により密着した存在として、意識を高める取

り組みをした。 

   ・利用者の要望に応じて、日用品の買い物や外食の計画を立て、余暇時間の充実を図った。 

   ・年間行事を通し、他事業所と密に触れ合う機会を設定した。 

     計    画 実  施  内  容 反     省 課     題 

(定員 16 名) 

・共同生活の場におい

て、食事の提供、相談

その他の日常生活の

援助を行う事により、自

立した生活が出来るよ

うに支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ホームの管理 

世話人頓連携し建物、備品の管理を行う。 

・地域社会との連携 

地域の豊年祭、敬老会、町内清掃作業など地域行事

知根小学校運動会、学習発表会 

知根地区文化祭へ参加（作品展示） 

納涼大会、奄美祭り花火見学、運動会 

感謝祭、クリスマス会、忘年会、遠足 

地区、県障害者スポーツ大会参加 

・利用者の支援 

夜勤者による巡視、戸締り確認(毎日) 

金銭出納帳の確認及び生活上の相談 

・健康管理(月 1 回の健康相談、定期受診・歯科) 

インフルエンザ予防接種実施 

奄美市ガン検診、複合検診 

・医務、栄養士と相談、連携を取り、食事療法と朝、夕

のウォーキングなど、生活の中で習慣として取り組め

・加齢による腰痛、膝痛を訴

える利用者が増えてきた。 

・ホームの利用者同士の人間

関係のトラブルが多かった。 

(各事業所、相談事業所との

連携) 

・ヒヤリハット 5 件 

事故報告書 3 件 

話し合い 8 件 

薬のセット忘れ、確認不足に

よる誤薬、火傷、怪我などが

発生した。世話人、支援員の

個々の意識を高め、薬の誤

薬、忘れがないように努める。

・ガン検診、早期治療

・熱発、体調不良のた

めホームで静養する

利用者の支援体制。 

・服薬管理 

・余暇支援の充実 
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るよう支援した。 

・苦情処理、安全点検、水質検査、避難訓練 

・個別支援計画に基づいた支援 

外出、買い物、外食、理美容、余暇支援 

 

 年間行事 

 月   日 内容 備考 

4 月 
１ 

８ 

新年度事業開始   

旧桃の節句 

・施設入所４０名 生活介護４５名 

・知名瀬の海岸 

 

５月 

 

１ 

 

１５ 

創立記念日 

面会日 

鹿児島県障害者スポーツ大会 

・記念日を祝う（紅白まんじゅうを提供）、運営方針、支援計画の説明 

・利用者（１１名参加） 

・鹿児島県（知的、身体、精神） 

６月 

３ 

１０ 

２６ 

グラウンドゴルフ大会 

一日遠足・旧端午の節句 

知名瀬町内会 敬老会  

・知名瀬、根瀬部の敬老者とグラウンドゴルフ 

・笠利（あやまる岬） 

・公民館（フレンド利用者も招待され参加） 

 

７月 

 

１ 

１６ 

  ５ 

海に親しむ（一日遠足） 

愛の浜園納涼大会 

奄美市花火大会見学 

・国直海岸 

・知名瀬緑地公園 

・長浜港にて見学 

８月 １２ 愛の浜園敬老会 ・園内（池田さん米寿のお祝いを兼ねて敬老会） 

９月 ４ 町内会豊年祭相撲見学 ・知名瀬公民 

10 月 
２ 

１６ 

知根小学校運動会参加 

第４０回運動会 

・選抜メンバーによる生徒との大玉転がし 

・愛の浜園グラウンド（雨天の為中止） 

 

11 月 

 

 

２ 

６ 

２０ 

 ２７ 

大島地区ゆうあいスポーツ大会 

知根小学校 学習発表会 

北大島地区手をつなぐ育成会スポーツ大会

感謝祭 

・喜界町総合グラウンド（利用者１８名職員７名参加） 

・知根小学校体育館（舞台で発表） 

・知名瀬漁港でグランドゴルフ大会 

・園内（多目的ホール、中庭） 

 

12 月 

 

９ 

２８ 

３０ 

クリスマス忘年会 

餅つき 

御用納め 

・奄美サンプラザホテル 

・園内（多目的ホール） 

 

 

1 月 

 

４ 

１０ 

２９ 

御用初め  

年の祝い 

大和海ボランティア（餅つき） 

 

・園内（多目的ホール） 

・園内（多目的ホール） 

2 月 
４ 

１５・２２ 

花見遠足 

定期健診 

・龍郷秋名方面 

・園内（多目的ホール） 

3 月 ３０ 旧桃の節句 ・知名瀬海岸 
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